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今
春
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
は
、
３

月
28
日
、「
国
府
台
か
ら
矢
切
り

の
渡
し
・
寅
さ
ん
の
柴
又
帝
釈
天
」

散
策
で
す
。
予
定
コ
ー
ス
は
別
記

の
と
お
り
で
す
が
、
脚
に
自
信
の

な
い
方
は
途
中
で
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ

ト
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

　

市
川
市
国
府
台
地
区
は
、

古
墳
群
が
多
数
存
在
す
る
古

く
か
ら
開
け
た
場
所
で
、
里

見
氏
と
北
条
氏
の
古
戦
場「
国

府
台
城
」（
現
在
の
里
見
公
園
）

な
ど
見
ど
こ
ろ
満
載
で
す
。

桜
の
名
所
も
多
数
あ
り
ま
す
。

　

今
回
は
里
見
公
園
と
じ
ゅ

ん
菜
池
緑
地
を
散
策
。
開
花

舞
台
に
な
っ
た
の
ど
か
な
田
園
風

景
が
楽
し
め
ま
す
。
小
舟
で
の
江

戸
川
渡
河
は
少
々
の
ス
リ
ル
も
味

わ
え
る
で
し
ょ
う
。

　

そ
し
て
、
柴
又
帝
釈
天
と
参
道
。

渥
美
清
「
男
は
つ
ら
い
よ
」
寅
さ

ん
で
お
馴
染
み
。
無
条
件
で
楽
し

め
る
と
思
い
ま
す
。

　

春
の
一
日
、
う
き
う
き
気
分
で

お
花
見
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
み

ウオーキングの
予定コース

●京成本線「国府台」駅改札前集合
※集合時間：10 時

↓（富士山のビュースポット、
江戸川岸を徒歩 20 分）

●里見公園（散策 20 分）
※里見氏と北条氏の古戦場跡

桜をはじめ花の名所。
↓（桜並木などを徒歩 20 分）

●じゅん菜池緑地（散策・昼食 50 分）
※かつてじゅん菜がとれた沼。自

然観察園を併設。梅と桜の名所。
↓（徒歩 30 分・お疲れの方は「矢

切」駅へショートカット可）
●「野菊の墓」文学碑（見学）

※伊藤左千夫「野菊の墓」の舞台。
↓（田園風景を徒歩 20 分）

●矢切りの渡し（松戸側）
↓（乗船代 100 円は各自負担）

●矢切りの渡し（柴又側）
↓（山本亭をながめ徒歩 15 分）

●柴又帝釈天（参拝）
※運が良ければ「寅さん」に会える

混雑していたら境内で流れ解散
●帝釈天参道（お買い物）

↓（「男はつらいよ」でお馴染み）
●京成金町線「柴又駅」解散

■ウオーキング参加を希
望する方は、返信用ハ
ガキにより連絡くださ
い。（３月５日締切）

■ウオーキングに適した
靴を履いてください。

■弁当を持参ください。
飲み物は退職者会から
お渡しします。

国府台から矢切の
渡し・柴又帝釈天

３月２８日に
お・花・見
ウオーキング

ま
す
。

　

矢
切
り
の
渡
し
は

都
内
で
唯
一
残
さ
れ

た
渡
し
で
す
。
矢
切

り
ま
で
は
伊
藤
左
千

夫
「
野
菊
の
墓
」
の

春を呼ぶ「福寿草」

柴又帝釈天にて「寅さん」発見

☜

矢切の渡し

に
間
に
合
え

ば
、
桜
の
ト
ン

ネ
ル
も
楽
し
め

ま
し
ょ
う
。
み
な
さ

ん
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。
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石
川
幸
男
さ
ん

　

平
成
22
年
11
月
28
日
、
米
寿
を
迎

え
東
京
都
人
材
支
援
事
業
団
（
都
職

員
互
助
組
合
）
よ
り
生
花
ア
レ
ン
ジ

メ
ン
ト
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
20
年
北
千
島
占
守
島
に
て
終

戦
、
昭
和
24
年
10
月
復
員
。、
シ
ベ

リ
ヤ
の
マ
ガ
ダ
ン
戦
後
強
制
抑
留
に

対
し
12
月
６
日
に
特
別
給
付
金
。
あ

わ
せ
て
内
閣
総
理
大
臣
よ
り
「
御
苦

労
に
対
し
政
府
と
し
て
衷
心
か
ら
慰

藉
の
念
を
表
し
ま
す
」
と
の
書
面
を

受
け
取
り
ま
し
た
。

　

右
足
が
若
干
悪
い
も
の
の
、
毎
日

元
気
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

井
田
昭
平
さ
ん

　

毎
週
４
・
５
日
接
骨
院
に
通
っ
て

い
ま
す
。
約
10
分
の
電
気
を
掛
け
て

の
治
療
で
す
が
、
完
治
が
む
ず
か
し

い
よ
う
で
す
。
こ
の
先
生
が
釣
ば
か

先
生
、
大
物
、
鯛
、
ヒ
ラ
メ
、
大
物

狙
い
で
・
・
・
・
ハ
ヅ
レ
が
多
い
よ

う
で
す
。
妻
の
病
院
と
お
さ
ん
ど
ん
、

な
か
な
か
大
変
で
す
。
１
月
22
日
は

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。植

草
嘉
継
さ
ん

　

元
気
で
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

大
久
保
三
郎
さ
ん

　

東
京
清
掃
の
退
職
者
の
歴
史
は
長

く
、
紆
余
曲
折
の
中
で
先
輩
や
関
係

者
の
努
力
で
再
建
さ
れ
た
こ
と
を
喜

ん
で
い
ま
す
。
今
年
益
々
の
発
展
を

祈
念
し
ま
す
。
役
員
の
ご
苦
労
に
感

謝
し
ま
す
。

　

来
年
の
勤
務
表
が
決
ま
っ
て
い
な

い
た
め
、
出
欠
が
決
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

出
来
る
だ
け
出
席
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

（
注
）
そ
の
後
、
出
席
の
電
話
連
絡

が
あ
り
ま
し
た
。

加
藤
秀
一
さ
ん

　

旅
行
に
行
っ
て
来
て
、
ま
た
元
気

で
仕
事
な
ど
を
行
な
っ
て
、
毎
日
元

気
で
く
ら
し
て
い
ま
す
。金

高　

毅
さ
ん

　

モ
ン
ゴ
ル
の
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
で

の
日
本
語
教
師
は
２
年
契
約
で
無
事

終
了
し
帰
国
し
ま
し
た
。
練
馬
区
の

す
ず
し
ろ
診
療
所
の
理
事
長
役
も
無

事
終
わ
り
ま
し
た
。

　

自
分
の
ふ
る
さ
と
は
や
は
り
清
掃

だ
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
よ
ろ
し

く
。

北
川　

淳
さ
ん

　

足
が
悪
い
の
で
参
加
出
来
ま
せ

ん
。
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
皆
さ

ん
何
時
ま
で
も
お
元
気
で
。

小
泉
京
一
さ
ん

　

地
域
で
い
ろ
い
ろ
活
動
し
て
い
ま

す
。
元
気
で
す
。

小
泉
興
一
さ
ん

　

今
年
も
残
り
少
な
く
な
り
ま
し

た
。
日
常
的
に
は
朝
の
散
歩
小
１
時

間
、
健
康
の
た
め
。
趣
味
の
家
庭
菜

園
30
坪
た
ら
ず
を
見
回
る
の
が
楽
し

み
。
今
は
大
根
、
白
菜
の
収
か
く
が

で
き
そ
う
。
体
調
は
、
今
の
所
は
順

調
で
す
。

小
林
敬
佶
さ
ん

　

町
会
の
役
員
を
や
ら
さ
れ
て
い
ま

す
。
時
折
、
旧
職
場
の
仲
間
と
旧
交

を
暖
め
、
健
康
の
た
め
に
歩
く
こ
と

を
心
が
け
、
ゴ
ル
フ
、
卓
球
を
楽
し

み
に
、
元
気
に
す
ご
し
て
い
ま
す
。

斉
藤
満
男
さ
ん

　

地
域
の
老
人
会
で
頑
張
っ
て
い
ま

す
。

庄
司
繁
則
さ
ん

　

念
願
だ
っ
た
一
人
旅
を
楽
し
ん
で

き
ま
し
た
。

　

車
は
軽
の
ワ
ゴ
ン
車
で
す
。
６
月

14
日
に
出
発
し
、
行
き
は
太
平
洋
側

を
通
り
津
軽
半
島
、
下
北
半
島
を
へ

て
日
本
海
側
に
入
り
秋
田
・
山
形
を

通
っ
て
新
潟
。
17
号
か
ら
帰
っ
て
来

ま
し
た
。
高
速
は
使
わ
ず
一
般
道
の

旅
で
道
の
駅
な
ど
に
泊
り
、
10
日
か

か
り
ま
し
た
。
次
は
九
州
の
方
ま
で

行
く
予
定
で
す
。

竹
内　

章
さ
ん

　

元
気
で
生
活
し
て
い
ま
す
。
今
年

は
岩
手
山
を
縦
走
し
ま
し
た
。
又
来

年
も
登
る
予
定
を
し
て
い
ま
す
。

野
住
百
合
子
さ
ん

　

毎
月
ご
苦
労
様
で
す
。
私
ど
も
夫

婦
で
足
し
て
167
歳
。
２
人
で
１
人
前

で
す
が
、
明
る
く
頑
張
っ
て
ま
す
。

　

私
の
健
康
法
は
朝
起
き
て
直
ぐ
一

杯
の
コ
ッ
プ
の
水
を
飲
む
事
を
続
け

て
い
る
こ
と
。
食
事
の
用
意
も
水
を

飲
ん
で
か
ら
朝
の
当
番
で
す
。
主
人

は
昼
・
夕
食
の
当
番
で
す
。
後
片
付

け
は
一
切
亭
主
の
当
番
。
料
理
は
脳

ト
レ
に
一
番
良
い
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
ボ
ケ
防
止
に
な
る
そ
う
で
す
。

　

皆
さ
ま
の
御
健
康
を
祈
っ
て
ま

す
。
ニ
ュ
ー
ス
は
毎
回
楽
し
く
読
ん

で
ま
す
。

橋
爪
松
雄
さ
ん

　

清
友
会
の
皆
様
、
新
年
明
け
ま
し

て
お
目
出
と
う
ご
座
い
ま
す
。
昨
年

は
た
い
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

初
見　

通
さ
ん

　

ご
無
沙
汰
し
て
居
り
ま
す
。

　

白
内
障
が
ひ
ど
く
入
院
最
初
が
１

週
間
、
２
回
目
が
２
週
間
と
散
々
で

し
た
。
身
体
の
方
は
元
気
で
す
の
で

出
席
致
し
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

　

１
月
22
日
に
開
催
し
た
「
新
春
の
集
い
」
の
出
欠
連
絡
ハ
ガ
キ
に
、
会

員
の
み
な
さ
ん
の
近
況
報
告
を
記
載
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

み
な
さ
ん
、
地
域
な
ど
で
活
躍
さ
れ
た
り
、
楽
し
み
を
お
持
ち
の
様
子
。

寄
せ
ら
れ
た
文
章
を
そ
の
ま
ま
掲
載
し
ま
し
た
。（
掲
載
は
五
〇
音
順
）

会
員
の
み
な
さ
ん
は
今
!?
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し
ま
す
。

（
注
）
そ
の
後
、
残
念
な
が
ら
所
要

の
た
め
欠
席
す
る
と
、
葉
書
に
て

連
絡
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

馬
場
蒸
治
さ
ん

　

毎
日
元
気
で
日
々
を
楽
し
く
生
活

し
て
い
ま
す
。

藤
波
兼
利
さ
ん

　

毎
日
健
康
の
為
５
Ｋ
ｍ
前
後
の
散

歩
を
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
月
に
１
～
２
回
の
ゴ
ル
フ

を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
あ
と
は
、
趣

味
と
し
て
東
洋
蘭
（
え
び
ね
、
春
蘭
、

長
生
蘭
、
羽
蝶
蘭
、
富
貴
蘭
等
）
の

愛
培
を
し
て
余
暇
を
過
ご
し
て
い
ま

す
。

堀
田
義
博
さ
ん

　

私
は
自
治
会
の
会
計
、
事
務
局
長

を
７
年
位
や
っ
て
、
今
、
自
治
会
長

５
年
目
に
な
り
ま
し
た
。

　

上
水
自
治
会
は
190
世
帯
で
、
ほ
と

宮
崎
三
郎
さ
ん

　

役
員
の
皆
様
、
ご
く
ろ
う
様
で
す
。

私
こ
と
、
退
職
後
、
一
年
通
じ
て
野

菜
づ
く
り
15
～
20
種
類
、
菊
の
栽
培

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

い
ち
ば
ん
苦
労
し
た
の
は
、
土
づ

く
り
で
し
た
。
３
年
た
っ
て
や
っ
と
、

お
い
し
い
野
菜
、
菊
の
栽
培
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
毎
日
朝
・
夕
、
犬
の
散
歩
、

毎
週
火
・
土
曜
日
、
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル

フ
、
月
１
回
ゴ
ル
フ
な
ど
毎
日
充
実

し
た
日
を
送
っ
て
い
ま
す
。

柳　
　

章
さ
ん

　

私
、
八
幡
神
社
の
総
代
を
い
た
し

て
お
り
ま
す
。
正
月
の
準
備
で
い
ろ

い
ろ
と
大
変
で
す
。
皆
様
が
新
し
い

年
を
迎
え
る
に
当
り
、
日
々
忙
し
い

日
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　

神
社
も
若
い
人
が
な
か
な
か
入
っ

て
く
れ
な
く
て
、
年
配
者
は
多
く
今

後
が
心
配
で
す
。

山
岸
治
美
さ
ん

　

期
限
ま
で
に
提
出
で
き
ず
申
し
訳

ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

　

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の

で
、
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

若
井
忠
春
さ
ん

　

役
員
の
皆
様
御
苦
労
様
で
す
。
行

事
に
参
加
で
き
ず
申
し
訳
あ
り
ま
せ

ん
。
昨
年
秋
か
ら
目
の
治
療
で
毎
月

入
退
院
を
く
り
返
し
、
一
応
６
月
ま

で
の
予
定
で
そ
の
後
は
参
加
で
き
る

か
と
思
い
ま
す
。

　

体
は
元
気
で
す
か
ら
安
心
を
。
皆

様
に
よ
ろ
し
く
伝
え
て
下
さ
い
。

渡
辺
正
勝
さ
ん

　

相
変
わ
ら
ず
医
者
通
い
を
し
て
い

ま
す
。
10
月
に
カ
テ
ー
テ
ル
検
査
を

し
心
臓
の
方
は
今
の
と
こ
ろ
ま
あ
ま

あ
で
す
。
飲
め
な
い
の
が
残
念
で
す
。

皆
様
に
よ
ろ
し
く
お
伝
え
下
さ
い
。

＊
12
月
10
日
の
第
５
回

幹
事
会
以
降
２
月
14
日

の
第
６
回
幹
事
会
ま
で

の
活
動

▼
12
月
10
日
、
清
友
会

旅
行
の
企
画
会
社
コ
ス

モ
へ
庄
司
事
務
局
長
が

お
も
む
き
、
今
後
の
企

画
の
参
考
に
す
る
た
め
、

み
を
要
請
し
、
戸
枝
会
計
よ
り
準
会
員

の
「
安
心
総
合
共
済
」
加
入
募
集
の
案

内
を
説
明
。

▼
１
月
29
日
、
都
議
会
食
堂
ポ
ー
ル

ラ
イ
ト
に
て
労
働
行
政
職
員
退
職
者
会

「
新
春
の
集
い
」
が
開
催
さ
れ
、
招
待

を
受
け
戸
枝
会
計
が
参
加
。
く
じ
引
き

等
が
行
わ
れ
和
気
あ
い
あ
い
の
雰
囲
気

で
し
た
。

▼
２
月
４
日
、
都
議
会
食
堂
ポ
ー
ル
ラ

イ
ト
に
て
福
祉
保
健
局
退
職
者
会
「
新

春
の
集
い
」
が
開
催
さ
れ
、
招
待
を
受

け
渡
辺
会
長
と
戸
張
副
会
長
が
参
加
。

他
単
会
は
く
じ
引
き
等
が
行
わ
れ
て
お

り
、
清
掃
退
と
し
て
も
今
後
の
参
考
に

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

▼
２
月
14
日
、
第
７
回
三
役
会
と
第
６

回
幹
事
会
開
催
。
幹
事
12
名
参
加
。
会

議
の
内
容
は
３
月
号
で
報
告
し
ま
す
。

▼
事
務
局
会
議
・
事
務
業
務
は
、
12
月

３
回
、
１
月
４
回
、
２
月
１
回
。
主
な

課
題
は
、
新
春
の
集
い
準
備
、
機
関
紙

発
送
、
新
規
会
員
拡
大
の
取
組
み
な
ど

で
し
た
。

退職者会
活動日誌

過
去
の
旅
行
実
績
な
ど
を
調
査
。

▼
12
月
13
日
、
自
治
退
都
本
部
直
轄

加
入
者
（
共
済
加
入
）
へ
加
入
要
請

文
書
を
送
付
。
数
名
か
ら
照
会
が
あ

り
、
１
名
加
入
し
て
い
た
だ
く
。

▼
１
月
22
日
、
清
掃
退
職
者
会
「
新

春
の
集
い
」。
33
名
参
加
。

▼
１
月
19
日
、
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ

タ
ン
エ
ド
モ
ン
ト
に
お
い
て
東
京
清

掃
旗
開
き
。
渡
辺
会
長
と
戸
枝
会
計

が
参
加
。

▼
１
月
28
日
、
東
京
清
掃
中
央
委
員

会
で
退
職
者
会
加
入
促
進
を
要
請
。

庄
司
事
務
局
長
よ
り
今
年
度
の
退
職

者
会
加
入
に
対
す
る
各
支
部
の
取
組

 第４回定期総会 

〈日　時〉　４月 18 日（月）
午前 10 時開会

〈場　所〉　ＳＫホール
（清掃会館地下）

〈議　案〉　活動方針案他

 懇　親　会 

〈日　時〉　４月 18 日（月）
12 時 30 分

（総会終了後）
〈場　所〉　ＳＫホール

ん
ど
が
高
齢
者
で
す
。

65
歳
以
上
の
人
が
140

人
も
い
ま
す
。
立
川
自

治
会
連
合
会
の
理
事
も

や
っ
て
い
ま
す
。

宮　

三
郎
さ
ん

　

病
状
が
悪
化
す
る
訳

で
も
な
く
毎
日
が
テ
レ

ビ
詰
け
の
よ
う
な
も
の

で
す
。
体
の
具
合
は
変

化
あ
り
ま
せ
ん
。
皆
様

に
よ
ろ
し
く
お
伝
え
く

だ
さ
い
。
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東
京
清
掃
の
団
結
旗
開
き
が
１

月
19
日
、
Ｓ
Ｋ
プ
ラ
ザ
隣
の
ホ
テ

ル
・
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
エ
ド
モ
ン

ド
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

旗
開
き
に
は
、
区
長
会
、
特
人

厚
、
各
区
・
清
掃
一
組
、
各
級
推

薦
・
協
力
議
員
、
民
主
党
・
社
民

党
・
公
明
党
、
自
治
労
・
都
労
連
・

特
区
連
・
都
庁
職
・
各
区
職
労
・

都
庁
各
局
支
部
、
下
請
労
組
、
都

市
清
掃
、
全
労
協
・
国
鉄
闘
争
共

闘
会
議
等
共
闘
組
織
、
そ
の
他
友

誼
団
体
な
ど
多
士
多
彩
な
来
賓
と
、

本
部
・
支
部
含
む
約
２
５
０
名
が

参
加
、
華
や
か
に
催
さ
れ
、
退
職

者
会
も
渡
辺
会
長
、
戸
枝
会
計
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

恒
例
の
鏡
開
き
は
、
堀
田
元
委

員
長
、
北
条
元
委
員
長
、
大
久
保

元
委
員
長
、
渡
辺
退
職
者
会
会
長

と
西
川
現
委
員
長
に
よ
り
行
な
わ

れ
ま
し
た
。

　

迷
走
す
る
菅
政
権
の
下
、
新
自

由
主
義
が
復
活
し
、
国
民
に
負
担

増
が
強
い
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
こ
ん
な
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、

原
則
的
な
運
動
が
必
要
で
す
。
来

賓
か
ら
東
京
清
掃
の
社
会
的
労
働

運
動
を
目
指
す
姿
勢
は
高
く
評
価

さ
れ
、
期
待
を
集
め
て
い
ま
す
。

地
域
に
根
ざ
し
て
闘
い
を
進
め
る

こ
と
を
確
認
し
、
最
後
に
、
長
妻

青
年
部
長
の
音
頭
に
よ
る
団
結
ガ

ン
バ
ロ
ウ
で
集
い
を
閉
め
ま
し
た
。

混
迷
の
時
代
だ
か
ら
こ
そ

原
則
を
堅
持
し
た
闘
い
へ
決
意

東
京
清
掃
旗
開
き

　

１
月
22
日
、

小
石
川
後
楽
園

涵
徳
亭
で
清
掃

と
清
掃
改
善
闘
争
、
地
域
の
活
動
、

趣
味
、
芸
事
、
神
主
や
神
社
総
代

の
あ
り
が
た
い
お
話
し
も
飛
び
出

し
、
と
て
も
「
ひ
と
こ
と
」
で
は

済
み
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

ま
だ
ま
だ
老
け
込
ま
な
い
ぞ
と
、

元
気
を
分
か
ち
合
い
、最
後
は
「
団

結
ガ
ン
バ
ロ
ウ
」
を
三
唱
。「
新
春

の
集
い
で
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ウ
が
出

る
と
は
、
さ
す
が
清
掃
」
と
来
賓

の
方
が
感
心
す
る
こ
と
し
き
り
。

　

楽
し
い
会
に
な
り
ま
し
た
。

清掃退職者会
新春の集い

近
況
や
現
役
時
代
を

ふ
り
か
え
っ
て
熱
く
語
り

ま
だ
ま
だ
老
け
込
む
の
は

　

早
い
ぞ
と
怪
気
炎

退
職
者
会
「
新
春
の
集
い
」
を
開

催
し
、
会
員
27
名
、
準
会
員
１
名
、

本
部
・
来
賓
５
名
の
33
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

庄
司
事
務
局
長
の
司
会
で
開
始

し
、
渡
辺
会
長
、
染
東
京
清
掃
書

記
長
、
自
治
退
都
本
部
・
都
庁
退
・

各
単
会
よ
り
挨
拶
い
た
だ
き
、
小

泉
顧
問
（
前
会
長
）
の
音
頭
で
乾

杯
、
宴
に
移
り
ま

し
た
。

　

水
戸
黄
門
ゆ
か

り
の
名
園
を
借

景
に
宴
も
盛
り
上

が
っ
た
と
こ
ろ

で
、
新
趣
向
と
し

て
参
加
者
全
員
の

「
ひ
と
こ
と
自
己

紹
介
」。
戦
争
体

験
か
ら
大
八
車
時

代
、
美
濃
部
都
政

「ひとこと自己紹介」のひとこま


